












要   約:新生児訪問指導は従来地域の開業助産婦に委ねてきたが、病院・診療所に従事す

る者が増え、助産所で就業している者が減少している。平成 4年は、助産所の開設者・従

事者 1,480 人(6.5%)に対して病院・診療所に従事する者が  17,899 人(78.9%)である。母

子への支援、特に出産後の褥婦及び新生児のケアは将来、誰が担い、 どのような体制が

望ましいかについて検討を行うための問題提起がされた。本研究では、病院等の勤務助産

婦が退院後も継続的に関わることの可能性を見いだすことを目的に、退院後の母親にアン

ケート調査、病院勤務助産婦にモデルケースとして退院後の新生児訪問を試みた。生後 1

力月における新生児訪問指導は母親の精神的な支えとしての役割を果たしており、訪問の

意義は大きい。また、産後退院後のサービスは家庭訪問希望以外に電話サービス、ヘルパ

ーの派遣等多様なニーズがあり、時代を反映しているものと考えられる。モデルケースと

して行った勤務助産婦の訪問は、母親および実施した助産婦共に満足を得ている。今後こ

れらを推進をしていく上で大切なことは、病院施設の管理者、看護管理者の母子保健に対

する理解、病院等施設に訪問指導委託を行い、経済的な裏付けをすることである。


